岷江入楚の肩付 by 小髙 道子
一九
岷江入楚は先行注釈書を引用する際、肩付に注釈書の略称を付す。
そして略称と引用書名について岷江入楚の巻頭に記している。小川陽子氏は「 『岷江入楚』の実態と、先述したとおり「箋」の引用に関する料簡の説明と実質とが齟齬して ること」を理由の一つとして、「序拔の記された慶長三年の時点で『岷江入楚』全巻が通勝の理想とする形に仕上がっていた は考えにくいと うのが正直な ころである。何らかの外的要因により、自分たちの注釈書を持っておく、そしてそれを喧伝する、という必要に迫られ、序拔を付し 一応の形を整えたと見 ほうが自然ではないだろうか。 」とされた。肩付の記述と、
 































































































からの聞をけるこ をかきくはふるのみにあらす剰今案の臆脱さへしるしつけたることまことにその それありといへと （以下略）
当時の源氏学は「逍遥禅府」三条西実隆が奧旨を伝えられてから、












るかたはしをかき けつゝ残りとゝまれる」聞書をただ朽たしてしまうのも残念な心地がしたためである 記している。三条西家の注釈書を収集す 事によって記 ではなく、実枝の講釈を聴い ことを記し留めるために記したという。
このように実枝の講釈を聴いたことを「くたしはて」ないために記






















































いては「源氏物語三ヶ大事の一也」とする注記に肩付が記されていない。これ 、 「又諸抄ニ不注之処ニ肩付無之分ハ予カ註加也」 とす 記述から、諸抄には注記が見られない所に、通勝自身が加えた注とさる。だが、三ヶの大事について、通勝自身が新たに注記を とは想定しがたい。通勝自身の説ではないものについても、 「私」したと推測される
こうした例は、花宴巻にも見られる。次の注記に見られるように、








































　「 『岷江入楚』―諸説集成の思想―」 （ 『中世の学芸と古典注釈』平
23 
竹林舎） 、 「 『岷江入楚』と先行注釈」 （ 『中古文学』
97　
平
28・
6）
（２）
　
岷江入楚の引用は源氏物語古註釈叢刊により、源氏物語古注集成の通
し番号を付した。
（３）
　『源氏物語註釈史の研究』 （昭
55　
桜楓社）
（４）
　
こうした注記については「岷江入楚の「私」説」 、 「岷江入楚の「肩付
無之分」 」 （いずれも『中京大学国際教養学部論叢』平
28・
3）において
検討を加えた。
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